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多くの論文を読み、解明されていること、解明されていないことを明らかにする研究調査能力を
養ってほしい。

東京電機大学大学院　先端科学技術研究科　平成26年度　講義要目（シラバス）

1・2・3年次

児山　秀晴

流体力学および流体機械の最新の研究について、調査研究を行う。論文の解読、問題解析、レ
ポート作成などを通して、研究能力を訓練する。

回転する流路内の流れにはコリオリ力が作用する。コリオリ力の効果としては、回転軸方向に速度
勾配がある場合の二次流れ効果、回転軸に直角方向に速度勾配がある場合の流れの安定/不安
定化がある。研究対象としては、回転系における境界層、噴流などが考えられ、それらの発達に
およぼすコリオリ力の効果を調査研究する。

特に指定しない。

特に指定しない。

研究調査過程、問題の分析過程、研究発表、レポートなどを通して評価する。


